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授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 80%

小テスト 0%

レポート 0%
成果発表

（口頭・実技）
0%

平常点 20%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

日本工学院専門学校 2019年度（平成31年度） 診療情報管理論Ⅰ

科目基礎情報

医療事務科 前期

2年次 選択 30時間

2単位 講義

　医療事務員として医療機関で仕事をする際に必要な知識を学ぶ。

授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。また、授業時数の４分の３

以上出席しない者は試験を受験することができない。授業の進捗状況により、内容が前後する場合がある。

診療情報管理士テキストⅣ/(株)日本病院会

担当教員情報

山本　真希 実務経験の有無・職種有・診療情報管理士

学習目的

　診療情報管理を行うために基礎として診療情報の重要性を理解し、診療情報を適切に取り扱い、責任を持った情報管理を

行う能力を身につける。ここでは診療情報管理の意義と役割について系統的に学習するとともに、診療情報管理に関わる法

令や諸規則を含め、診療情報の記録方法が機能的にどのような構成やルールをとっているかについて学ぶ。

到達目標

　診療情報管理の意義と役割、歴史、法規、診療情報の記載方法について理解する。

教育方法等

　医療機関で働く上で診療情報の取り扱いは必要なことであり、それを行うための知識が求められる。授業では具

体的な事例を踏まえて説明する。

評

価

方

法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

診療情報管理の歴史

診療情報管理と法規（１）

診療情報管理と法規（２）

診療情報管理と法規（３）

医療法

医師法

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

診療情報管理の意義と役割（１）

診療情報管理の意義と役割（２）

用語の定義、診療記録の価値

診療情報管理の意義と役割

診療記録のルーツ、諸外国における診療情報管理、日本における診療情報管理

診療管理体制加算

POS

診療情報提供に関する指針への対応

一般的原則

クリティカルパス

フォーカスチャーティング

法令上の記録らなびに様式

医療情報システムの安全管理に関するガイドラインへの対応

医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイドラインへの対応

診療情報の記載方式（２）

診療情報の記載方式（３）

診療情報の記載（１）

診療情報の記載（２） 診療録の基本的な記載、留意すべき記載

診療情報管理と法規（４）

診療情報管理に関連するガイドライン（１）

診療情報管理に関連するガイドライン（２）

診療情報管理に関連するガイドライン（３）

診療情報の記載方式（１）


